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一
首
目
、
子
ど
も
心
に
も
感
じ
た
見
せ
ま
い
と
す
る
母
の
哀

し
み
。
副
詞
時
に
4

4

が
、
深
く
消
え
な
い
も
の
な
の
で
あ
っ
た
ろ

う
と
思
わ
し
め
る
。

　
二
首
目
、
亡
き
夫
君
と
の
日
ご
ろ
の
向
き
合
い
方
が
優
し
い
。

湯
気
立
つ
ジ
ャ
ガ
が
見
え
る
よ
う
だ
。

　
三
首
目
、
正
に
草
退
治

4

4

4

な
の
で
あ
ろ
う
。
全
体
、
平
易
な
こ

と
ば
で
実
感
を
と
ら
え
て
い
る
。
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一
句
目
、
雷
が
激
し
く
鳴
っ
て
い
る
。
ふ
と
膝
に
抱
い
て
い

る
子
の
つ
む
じ
が
二
つ
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
雷
神
の
子
の
よ

う
に
角
が
二
本
生
え
て
き
そ
う
に
思
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
二
句
目
、
犬
に
散
歩
を
せ
か
さ
れ
外
に
出
る
と
、
未
明
の
東

の
空
が
紅
黄
色
に
染
ま
り
何
と
も
神
々
し
い
。
幸
せ
に
満
た
さ

れ
て
の
愛
犬
と
の
散
歩
。

　
三
句
目
、
抜
い
て
も
抜
い
て
も
雑
草
が
生
え
て
は
伸
び
る
。

美
し
い
庭
を
保
つ
こ
と
の
大
変
さ
。
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入
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見
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志
村
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い

猛
暑
日
に
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来
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あ
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が
と
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佐
藤　

啓
子

認
知
症
な
っ
て
た
ま
る
か
心
意
気�

菊
地
せ
つ
子

今
日
の
日
は
勝
と
う
は
無
理
よ
こ
の
暑
さ�

遠
藤　
　

舞

　 

一
句
目
、「
鏡
よ
鏡
、
鏡
さ
ん
こ
の
世
で
一
番
き
れ
い
な
の

は
誰
？
」
覗
い
た
鏡
の
お
ぞ
ま
し
さ
。
皺
・
シ
ミ
・
た
る
み
と

ほ
う
れ
い
線
、
む
べ
な
る
か
な
。

　
二
句
目
、
孫
に
「
古
い
古
い
昭
和
の
時
代
」
と
一
蹴
さ
れ
ギ

ャ
フ
ン
。
孫
の
成
長
の
喜
び
と
と
も
に
一
抹
の
寂
し
さ
が
。
昭

和
も
遠
く
な
り
に
け
り
…

　
三
句
目
、「
背
負
っ
た
子
を
三
年
探
す
」
と
揶や

揄ゆ

す
る
言
葉
が

あ
る
が
、
口
の
中
の
入
れ
歯
を
探
し
て
い
た
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

頭
の
メ
ガ
ネ
探
し
て
る
」

評
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問農林課　☎22-1253

～地元農産物の魅力を発信～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～ 市内の農産物

直売所情報▶

直売所紹介「バーバ工
ク

愛
ラブ

市」
　市内直売所で唯一女性だけで運営しています。バーバ工愛市の「工
（ク）」は工夫、「愛（ラブ）」は愛情が由来です。工夫を凝らしなが
ら、愛情たっぷりの新鮮な野菜や惣菜、季節の果物、生花などを販
売していますので、ぜひお越しください。
●営業場所・時間
【白石店（認可保育所あそびの森近く）】毎週水曜日　9:00～12:00
【元JAみやぎ仙南福岡支店構内店】毎週土曜日　9:00～12:00
※９月12日（木）10:00～　宮城県庁１階ロビーで販売します。▲お客さんとの交流を大切にしています

交通事故ゼロを願う
夏の交通安全キャンペーン「ひと休み運動」

　８月２日、情報センター「アテネ」駐車場で
夏の交通安全キャンペーン「ひと休み運動」が
行われました。この運動は、帰省などで長時間
の運転が多くなるこの時季に、無理のない運転
を心掛けてもらおうと毎年実施。交通安全協会
員などが飲み物やチラシを配りながら、ドライ
バーへ安全運転を呼び掛けていました。

夏のひとときを楽しむ
しろいしSunPark夏の夕涼みフェス

　８月７日、おもしろいし市場前の特設会場で
「しろいしSunPark夏の夕涼みフェス」が開催
されました。この日は、「白石三白野菜」や「海
鮮焼きうーめん」、「森林鶏の唐揚げ」の販売や、
射的や水ヨーヨーすくいなど、夏を満喫できる
企画が盛りだくさん。会場は子どもたちの歓声
であふれていました。

▲飲み物やチラシを配り安全運転を呼び掛ける会員

夏のひと夜を存分に満喫
白石夏まつり

　白石駅前通りでは、白石音頭と盆踊りが行わ
れ、参加者は華やかな浴衣で踊っていました。
　また、友好都市である札幌市白石区の「白石
区ふるさと会」の豊

とよ
間
ま
根
ね
一
かず
雄
お
副会長、白石区の

和
い ず み
泉年

とし
昭
あき
市民部長ほか２人が訪れ、まつりを楽

しんでいただきました。フィナーレでは、200
発の花火が夏の夜空を彩りました。

▲たくさんの子どもたちが遊びにきてくれました！

　８月10日、「白石夏まつり」が開催され、市
内中心部が約14,000人の人出で賑

にぎ
わいました。

　すまｉ
い
るひろばステージイベントでは、小

お
野
の

越
えつ
郎
ろう
さんの津軽三味線の演奏、ダンススクール

や日本舞踊教室に通う子どもたちの演技、白石
市消防団伝統階

はし
子
ご
乗り隊による階子の上での妙

技が披露され、会場を盛り上げていました。

１_白石市消防団伝統階子乗り隊の演技　２_大鷹沢子
ども太鼓　３・４_音楽に合わせて楽しく踊る参加者
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


